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◆企業情報◆

《会社名》

　　株式会社　谷商店

《代表者》　

　　代表取締役　谷　昌樹

《所在地》

　　本　　　　社：大阪府松原市別所３丁目１－１２

　　　　　ＴＥＬ：072-332-5230　ＦＡＸ：072-336-1989

　　東大阪　工場：大阪府東大阪市柏田西３－４－２２

    　　　ＴＥＬ：06-6728-8711　ＦＡＸ：06-6728-8766

　　※千葉営業所：千葉県松戸市馬橋2301番4号

   　　　 ＴＥＬ：047-701-8930　ＦＡＸ：047-701-8931

　　※横浜営業所：神奈川県横浜市瀬谷区中屋敷1丁目26番12号

    　　　ＴＥＬ：045-465-4805　ＦＡＸ：045-465-4806 

《環境管理責任者》　

　　本　　　　社：山岸　聡

　　事 　務　 局：坂元　麻記子

　　連　 絡　 先：ＴＥＬ：072-332-5230

　 　e-mail　　　:office@e-tani.com

《資本金》  《売上高》

　　3,100万円 　　売上高区分Ａ（5億円未満）

《従業員数》　

　　60名

《法人設立》

　　昭和30年12月1日(創業大正12年)

《事業内容》

　　本      社：　古紙の仕入れ・選別・圧縮梱包・販売

　　東大阪工場：　古紙の仕入れ・選別・圧縮梱包・販売

《対象事業活動》

　　古紙の仕入れ・選別・圧縮梱包・販売

《対象事業所》

　　本社及び東大阪工場

※千葉及び横浜営業所は活動状況を勘案しながら今後概ね4年以内に

　対象事業所として追加予定です。

　なお、両営業所に社員は常駐していないため、環境負荷把握は

　できず、定性的取り組みを実施しています。
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【許可一覧】 ※積替え保管を含まない

許可年月日

有効期限

許可番号 2019.3.4

2700015196 2024.3.3

許可番号 2022.11.8

2600015196 2027.10.17

許可番号 2022.11.17

3000015196 2027.11.4

許可番号 2022.10.22

2900015196 2027.10.21

許可番号 2023.1.17

2801015196 2028.1.16

許可番号 2022.11.28

2501015196 2027.11.20

1993.3.25登録

2014.2.21更新
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東大阪営業所 （認定番号　F-01-028-02 ）

全国製紙原料商工組合連合会

【古紙商品化適格事業所】

松原営業所 （認定番号　F-01-028-01）

大阪府 第49号 古紙の再生

【産業廃棄物再生事業者登録】

※以後、更新
手続不要

○

滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○

○

奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○

○

京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○

大阪府 ○ ○ ○ ○ ○

産業廃棄物
収集運搬業許可

廃プラ
スチッ
ク類

ゴム
くず

金属
くず

ガラス
くず

紙
くず

木
くず



【事業の規模・施設などの状況】

本社 東大阪

従業員数(名) 13 47

事業所敷地面積(㎡) 1,056 1,719

車両(台)　　　　 　　　　　　　 15t 2

8t 1

4t 2 4

3t半 1 3

2t 2 7

パッカー車 1 5

軽自動車 2

フォークリフト 3 6

普通車 1 3

主要設備　　ベーラー 1 1

古紙の収集運搬・処理量

2019.12～2020.11 2020.12～2021.11 2021.12～2022.11

処理量 41,625ｔ 42,014ｔ 27,822ｔ

古紙の処理工程
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処理の流れ

仕入れ：製本業、紙加工業 選別：ビニール、金属除去 圧縮・梱包：ベーラー

工程概要 仕入れ⇒選別⇒圧縮⇒梱包⇒出荷・販売



【環境管理体制】

環境管理責任者の任命

経営上の課題とチャンスの明確化

東大阪

本社 平野　斉

東大阪 今井　雄二

本社 本社 矢ケ部　貴久 本社

東大阪 東大阪 内　孝行 東大阪

本社 1 12 13

東大阪 1 46 47

（名）

○実施及び運用に基づいて、実施する

○各部門の管理・提案・報告

○部門の各チェックシートの管理

○進行状況の把握、従業員への運用手段の徹底

○周辺施設の清掃は、廃棄物部門が担当する
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環境経営方針の見直し2023年2月1日

計 総計

1 1 60

野田　恵 内　孝行

担当者

電力部門責任者 燃料部門責任者 廃棄物部門責任者

坂元 麻記子 矢ケ部　貴久

代表者
環境管理

責任者
補佐

環境管理責任者の補佐

部門への教育･指示

環境管理責任者補佐

代表者への報告

東大阪工場責任者

法規制管理責任者

谷　昌樹

本社 山岸　聡 環境会議の開催

代表者

谷　昌樹 全体の評価と見直し・指示

事務局 環境管理責任者 環境管理の全事項



【環境経営方針】

基本理念

株式会社谷商店は、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つである

事を認識し、環境経営システムに取組み、全組織を挙げて環境負荷の低減に

努力します。

方針

株式会社谷商店は、古紙の仕入れ・販売及び産業廃棄物収集運搬の事業対応

に係わるすべての活動・製品及びサービスの環境影響を低減するために次の方

針に基づき環境マネジメント活動を推進して地球環境の調和を目指します。

1.     当社の活動・製品及びサービスに係わる環境影響を常に認識し、環境汚染

　　　の予防を推進するとともに、環境マネジメント活動の継続的改善を図ります。

2.     当社の活動・製品及びサービスに係わる環境関連の法的及びその他の要

　　　求事項を順守します。

3.     当社の活動・製品及びサービスの係わる環境影響のうち、以下の項目を

　　　「環境経営計画」に基づいて、取り組みます。

（1）二酸化炭素排出量の削減によって、地球環境の温暖化防止に努める

（2）産業廃棄物分別の徹底、オフィス古紙等のリサイクル用途の開拓による古紙

　　販売量の向上によって、資源の有効活用に努める。

（3）工場周辺の清掃等啓蒙活動によって、地域の住環境の改善に努める。

（4）総排水量の削減。

4.     一人一人が環境負荷低減活動を積極的に実践できるように、この環境経営方針を

　　　全従業員に周知すると共に社外へも公表します。

5.     大阪府下及び近隣地域の条例等に基づく地域の環境改善活動に積極的に参加します。

6.    上記の方針達成の為に、目標を設定し、定期的に見直し環境マネジメント活動を推進

　　　します。 
制定日　2007年11月1日
改定日　2022年 12月1日

株式会社谷商店

代表取締役社長　谷　昌樹
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【環境経営目標及び環境経営計画】

対象年度　2021年12月～2022年11月

「環境経営方針」3.（1）

 ●電力使用量の削減　前年度実績値比1％減

○不要照明の消灯（休憩室が不在になる時は消灯するよう掲示する）

○機器の不使用時電源オフ

○エアコンの温度管理（定期的にエアコンフィルターを清掃しドアや窓が

開けたままにならないよう掲示物にて注意をよびかける。）

○省エネ機器、器具への転換

●燃料使用量の削減　前年度実績値比1％減

「燃料使用量（軽油）」「燃料使用量（ガソリン）」によって取組む

○車輌の点検、整備

○エコドライブの徹底（アイドリングストップ）

「環境経営方針」3.（2）

●廃棄物排出量の削減

「廃棄物量」「鉄屑売却量」「ストレッチフィルム売却量」によって取組む

○廃棄物分別の徹底

○事務所・休憩室における一般廃棄物の分別の徹底

（可燃ゴミ/空き缶/廃プラ/再生古紙用のごみ箱を設置して分別する）

上記2項目については完璧にできている。

廃棄物量に関して得意先から依頼が増えて増加。目標値設定できず。

●用水使用量の削減　前年度実績値比1％減を「用水使用量」によって取組む

○散水時の節水

○使用後蛇口を閉める

○手洗い時の節水（トイレの水は最小限の水量で流すように掲示物にて、

注意をよびかける）

○節水型の商品の取り入れ

●古紙販売量の向上　前年目標値比1％増を「古紙販売量」によって取組む

○色々な営業活動により成果を出す

○古紙の分別の徹底

○オフィス古紙などのリサイクル用途の開拓
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「環境経営方針」3.（3）

●工場周辺の清掃など啓蒙活動

○地域社会に適合した企業と成るよう、事業所周辺の美化を徹底する

・  事業所内の清掃をする。

・  紙くずの飛散を無くすとともに、絶えず清掃を心がける

・  営業日の業務終了後毎日、事業所周辺の清掃をする

・  バッカンを設置し（東大阪工場）、地域住民・事業者に古紙を投入してもらい、

　　リサイクル資源としている（本社）

◆環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画を達成するために「環境活動項目と取組み内容

　及び管理方法；運用手順」に基づいて、取組を実施する。
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【環境経営計画】

本社 東大阪

昼休みの消灯
事務室及び休憩室にＰＯＰ用紙を
貼り意識を高める。

坂元 野田

機器の不使用時電源
オフ

ベーラー・ギロチンなど使用者が
電源オフを実施する。

坂元 矢ケ部(淳)

エアコンの温度管理 夏季26℃冬季23℃に設定。 坂元 野田

省エネ機器への転換 LED照明を導入する。

パソコンの省エネ
パソコンを省エネモードに設定す
る。

坂元 野田

車輌の点検整備の徹
底

各自担当のトラック、リフトを始業
点検、定期点検をする。

各自 各自

エコドライブの徹底
アイドリングストップ、急発進、急
加速をなくするなど基本を守る。

矢ケ部(貴) 矢ケ部(淳)

エコカーへの転換 車両導入時に検討する。

ドライブレコーダー設
置

常にエコドライブを意識して運転
する。

廃棄物分別の徹底
部門責任者が廃棄物とリサイクル
品とを徹底的に分別するよう全員
に教育する。（6ヶ月に1回）

矢ケ部(貴) 矢ケ部(淳)

リサイクル用途の開
拓

まず初めに従来廃棄物としていた
ラップを完全に分別し、リサイクル
品として売却方法を考える．

矢ケ部(貴) 矢ケ部(淳)

散水時の節水
部門担当者が全員に節水を呼び
かける・教育6ヶ月に1回

後藤 内

手洗い時の節水
部門担当者がＰＯＰ用紙などを
使って全員に浸透させる。教育6ヶ
月に1回

後藤 内

使用後蛇口を閉める
部門担当者が全員に指導、教育
するとともに、設置場所にPOP用
紙を貼り啓蒙する。

後藤 内

漏水点検 毎月漏水点検を実施する。 後藤

事業所周辺の美化
事業所内の清掃をし、紙くずの飛
散をなくすよう心がける。

矢ケ部(貴) 矢ケ部(淳)

地域住民とコミュニ
ケーション

東大阪工場では、バッカンを設置
し、地域住民・事業者に古紙を投
入してもらい、リサイクル資源とし
ている。

河津

※今期はすべて目標達成できたことから次年度も上記の取組を継続します。
※PRTR対象の化学物質は使用していない。
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工場周辺
の清掃

項目 取り組みの内容 具体的な達成手段
確認担当者

電力使用
量の削減

燃料使用
量の削減

廃棄物排
出量の削

減

用水使用
量の削減

代表者

代表者



【環境経営目標とその実績・評価（2022年度）】
環境経営目標 基準年度 目標(対基準年) 実績 評価

2021年度 2022年度 2022年度
(20年12月～ (21年12月～ (21年12月～

21年11月) 22年11月) 22年11月)
①CO2削減 827,325 819,051 759,558 〇

kg-CO2 +10% -1% -9%
電力使用量削減  kWh 182,632 180,806 174,154

kg-CO2 64,104 63,463 61,128 〇
0.351 -6% -1% -5%

ガソリン使用量削減  L 24,770 24,522 24,256
kg-CO2 57,507 56,932 56,314 〇

2.32 +6% -1% -2%
軽油使用量削減  L 258,035 255,454 248,882

kg-CO2 665,729 659,072 642,116 〇
2.58 +13% -1% -4%

②廃棄物排出量削減 28,240 27,958 23,140 〇
kg -47% -1% -22%

③用水使用量削減 588 582 525 〇
㎥ -18％ -1% -12%

④古紙回収量 42,014 42,434 27,822 ×
ｔ +1% +1% -51%

⑤工場周辺の清掃 営業日毎日 営業日毎日 営業日毎日 〇

⑥グリーン購入 17品目 17品目 17品目 〇

古紙溶解機の 古紙溶解機の 過去のテスト結果

⑦環境に配慮した取組 開発の継続 開発の継続 の再検証 ー

※一般廃棄物の排出量は年間50㎏程度であり、②の廃棄物には含めていない。

※関西電力(株)2020年度公表の0.351ｋｇ-CO2/kWhを使用
※達成度を二段階で評価 ※○:目標達成 ×:未達成（要努力）

《全体評価》
・電力使用量：目標達成
・燃料使用量：目標達成
・用水使用量：目標達成
・古紙回収量：目標未達成
　　　　　　　　　過去から回収量の集計方法が間違っていた為、今期で修正。
　　　　　　　　　今後は今季の集計方法を基準にし、営業活動強化、古紙分別
                    の徹底、古紙新用途の開拓などに努める。
・工場周辺の清掃：毎日の清掃が確実にできている。今後とも継続する。
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【中間期目標（2021年度～2023年度）】

環境経営目標 基準年度 目標(対基準年) 目標

2021年度 2022年度 2023年度

(20年12月～ (21年12月～ (22年12月～

21年11月 22年11月 23年11月

①CO2削減

kg-CO2 827,325 759,558 前年度1%減

-9%

電力使用量削減   kWh 182,632 174,154

kg-CO2 64,104 61,128 前年度1%減

-5%

ガソリン使用量削減   L 24,770 24,256

kg-CO2 57,507 56,314 前年度1%減

-2%

軽油使用量削減    L 258,035 248,882

kg-CO2 665,729 642,116 前年度1%減

-4%

②廃棄物排出量削減

kg 28240 23140 前年度1%減

-22%

③用水使用量削減

㎥ 588 525 前年度1%減

-12%

④古紙回収量

t 42,014 27,822 前年度1%増

-51.0%

〇2024年度以降の環境目標は前年度1％削減する。
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⑤工場周辺の清掃 営業日毎日 営業日毎日 営業日毎日



【環境関連法規への違反、訴訟などの有無】

□環境関連法規の遵守の有無

2021年12月1日から2022年11月30日までの環境関連法規制の順守状況を定期確認

しました。

「法規制等一覧表及び順守評価記録」による確認結果、当社に適用される関係法令に

関して、違反はありませんでした。下表は「法規制等一覧表及び順守評価記録」の要約です。

適用法令 関連内容(要求事項) 遵守の評価

自動車NOｘ・PM法 自動車排出窒素酸化物の排出抑制措置 〇

浄化槽法 水質の保全・生活廃水対策の実施 〇

廃棄物処理法 廃棄物の減量化・適正な処理等 〇

消防法 法令に適合する消防設備の定期的な

松原市火災予防条例 点検・報告及び届出、標識並びに掲示

東大阪市火災予防条例

業務用エアコン室外機

点検と記録

※関係機関等からの指摘、環境に関する訴訟・苦情等は、

1955年設立以来、2022年11月30日現在まで、ありません。
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〇

フロン排出抑制法 〇



【代表者による全体評価、見直し・指示】

□代表者

■環境管理責任者

2

3

4

6

7

変更の
必要性

1 環境方針 無

2 環境目標 検討

3 環境活動計画・取組項目 無

4 環境に関する組織 無

5 その他のシステム要素 無

実施体制

（外部への対応等）

14

見直し関
連情報

代表者に
よる全体
評価・見
直し指示

ー

古紙回収量

ー

ー

ー

6 無 ー

その他
■社員一丸となって環境保全活動に
取組む事。

全体評価・コメント（環境経営
システムの有効性、環境への
取組の適切性）

全体評価は良好であり、環境経営に向けて順調に
取組めていると思う。環境目標策定の改善を検討・
見直しする事。

見直し項目 ー

5
a問題点の是正処置の実施状況

b問題点の予防処置の実施状況

ａ…有

ｂ…有

取引先、業界、関係行政機関その他の
外部動向

コロナの収束を期待する

環境活動計画及び取組実施状況
■廃棄物の木パレットをリサイクル、
電気は節電の徹底を行う。

法規制等一覧表及び順守評価記録
過去３年間環境関連法規への違反
は有りません

外部コミュニケーション・対応記録 苦情無

項　目 確　認 記入

1 環境目標及び目標達成状況

■電気が目標達成。

用水、廃棄物、古紙、目標達成。

評価期間2021年12月1日～2022年11月30日

代表者

谷　昌樹

2022年12月25日


